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現在,果樹産地では就業者の高齢イヒや農業を継

ぐ者が少ないなど農家の労働事1青はますます深亥J

化している。一方,流通面では,輸入自由化等に

よる国際化が進む中で,消費者ニーズの多様化,

消費の伸び悩み,販売価格の停滞などが続いてお

り,収益性の低下に伴う生産意欲の減退など生産

環境の厳しさが増している。また,リ ンゴの栽培

面積も東北では漸減傾向にあり,本県ではさらに

その傾向が強い。わい化栽培の普及状況は,東北

全体及び秋田では20%前後であり,全国の25%

に比べてやゃ低い (表 -1)。

この状況を打開するためには,当面,わい化栽

培や低樹高栽培の推進,低コスト省力技術の開発

と普及,大規模果樹作家族経営の確立等を一層進

める必要がある。

このような背景を踏まえて,平成6年から開始

した地域基幹農業技術体系化促進研究「早期多収

技術を基幹とした高品質リンゴの低コスト生産技

術」の中で,秋田県は「積雪地帯における大規模

経営を目指した省力・低コスト生産技術Jの課題

で共同研究を行い,秋田県果樹試験場栽培部が優

良着色系品種の導入とリンゴ「ふじ」の省力栽培

技術の開発及び実用性評価,さ らに,開発技術の

現地実証試験による省力効果を検討した。また,

農業試験場経営部が県南部のリンゴ主産地を対象

表―i リンゴ栽培面積 生産量とわい化栽培の普及状況 (農林統計)
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に,大規模リンゴ作家族経営の実態とその成立条

件を明らかにしたので,これらの主な成果を報告

する。

2.優良着色系の導入と低樹高化等によるリンゴ

「ふじ」の省力栽培

現在,リ ンゴの中で,「ふじ」の占める割合は,

東北全体で49%を占めるが,特に,秋田県,福島

県では62%と 多い (平成 10年 結果樹面積)。 ま

た,最近では,「ふじ」の枝変わり等も多く出て

きており,今後,ま すます「ふじ」の偏重化が進

む傾向にある。生産場面では,単植化による結実

不安定や果実の形状不良,摘葉や収穫など作業の

集中化等により適期管理ができず,果実品質や収

量の低下につながり問題化してきている。また,

秋田県における作業別労働時間は,わい化栽培の

場合,10a当 たり223時間を要しているが,特に,

整枝せん定,着色管理,摘果作業,収穫運搬に多

く要し全体の約70%を 占め,こ れらの省力化が

問題になっている。ここでは,現在,発見されて

いる「ふじ」の優良着色系の紹介と省力栽培技術

等について検討した結果を報告する。

(1)優良着色系「みしまふじ」の導入による省カ

化

「教しまふじ」は,昭和53年,秋田県平鹿郡平

鹿町,佐々木良成氏が自園で発見したもので,秋

田県では,昭和46年からふじの枝変わり系統「秋

ふ47」 として選抜し試作を重ね,平成5年から優

良着色系「みしまふじ」として普及に移した。

佐々木氏は,当初「よしなりふじ」と命名したが,

その後,地域の通称「三島」からとって「みしま

ふじ」とした。

「みしまふじJの特徴は,「普通ふじ」に比較し

て,果皮のアントシアニン含量が多く,生成も早

い。逆に,ク ロロフイル含量の消失も早い傾向が

なられ,従って,着色開始が早く,非常に着色し

やすい品種である (図 -1)。 受光量の少ない樹

冠下部でも着色ムラが少なく,がくあ部まで着色

し,縦縞も明瞭な 2系タイプの優良着色系であ
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図-1 アントシアニン,ク ロロフイル合量
の比較 (1996秋田果試)
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表-2 「みしまふじ」の果実品質特性 (1998 秋田果試)

系 統 名
硬度  糖度
(lbs) (%)

リンゴ酸 着色
(9/100mι)程 度

みつ入り

指  数
がくあ部の

着 色 程 度
雑
く９＞

色

数

地

指

な し まふ じ

秋  ふ  1
普 通 ふ じ

14 6   14 6

14 4    14 6

14 2    14 0

0 374    95 0

0 382    92 4

0 347    78 0

41   33

37    24
36    27

60 5

50 0

※過去 5年間の平均値。がくあ部の着色程度は1996年のデータのみ。
収穫日は,いずれも11月 6～ 10日
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る。若千のサビや,が くあ部が若千細くなる傾向

があるが,他の形質は「普通ふじ」とほぼ変わら

ない (表 -2)。

摘葉作業は,果実に直接付着している果そう葉

を数枚取る程度で,秀品果実が得られることか

ら,摘葉作業の大幅な省力化と高品質果実の生産

が期待できる。当面,年内販売向けの着色良好な

高品質品種として需要も見込まれるので,現地で

は,高接ぎ等による早急な増殖で産地化が進めら

れている。

② 「やたか」優良着色系の導入
「ゃたかJは ,秋田県平鹿郡増田rr,平良木忠

男氏が自園で発見した「ふじ」の枝変わりで,成

熟が「ふじ」より約 1か月早い特徴を有し,昭和

62年 に登録された。当初,着色がおもわしくな

かつたが,その後,「やたかJの着色系が数系統

発見され,着色は改善された。収穫時期も早く労

力分散が可能なことと,摘葉作業の省力化が図ら

れ,高品質果実の生産につながることから,すで

に現地では,9月 末からlo月 上旬に収穫できる

`早生ふじ'で差別化商品として有利に販売され

ている。果樹試験場では,現在,これらの系統を

収集し,場内で選抜を行つている。

0)機械受粉による安定生産と省力化
「ふじJの単植化問題と摘花剤導入を円滑に解

決するためには人工受粉が必要である。人手によ

る人工受粉は多くの労力がかかるため,省力的で

効果の高い受粉方法について検討した。

ラプタッチ (羽毛回転型電池式受粉機 写真―

1)に よる機械受粉は,人手による人工受粉に比

べて,作業時間が 1/4で済んだ (図 -2)。 花粉

量は2倍必要であるが,雌 しべの柱頭に羽毛から

出る花粉が直接付着するため,結実も良く,その

結果,種子数も多くなり,果重や果形が改善され

ることが確認できたので,実用性のある方法とし

て平成 9年度から普及に移している。花器が濡れ

ている場合は羽毛も濡れるので使用できないが,

受粉時期は開花後 4日 以内と限られているので
,

その間も受粉できるように改良できればさらに有

効であろう。

(4)摘花剤利用による摘果作業の省力化

摘果作業は,当年の高品質果実生産と翌年の花

芽形成のため,重要な作業の一つであるが,多大

な労力を必要とするのが問題である。限られた労

力で,限 られた期間内 (落花後30日 以内)に摘

果を終えることが求められており,最近は,結実

前の人手による花摘みや摘花剤利

用が多くなってきた。摘花剤につ

いてはこれまで,7種類の剤を検討

してきたが,当県では,現段階で石

灰硫黄合剤が最も安定した摘花効

果が得られているので,こ こでは,

その効果的な使用方法と摘果作業

の省力化について検討した。

開花中の石灰硫黄合剤の散布は,

雌しべの柱頭で受粉阻害を図るこ

とがねらいである。そのため,ま

ず, リンゴ生産に重要な中′亡、花の

0       5   15       20(時 間)

図-2 受粉作業時間の比較 (1996秋 田果試 )
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結実を人工受粉等により確保することが前提とな

る。その上で余分な側花や新梢の腋芽花が,受

粉 受精する前に摘花処理することが肝心であ
る。

これまでの検討の結果,散布適期は,受粉後

(満開後)2～ 3日 と4～ 6日 の2回散布であった

(図 -3)。 受粉方法が訪花昆虫利用であるか,人

手による人工受粉であるかによっても散布適期は

異なってくる。従って,自 園の開花状況を中心

花,側花,腋芽花別に良く把握し,散布タイミン

グを見極めることが特に重要であり,次いで,柱

開花後日数

図-3 頂芽花と腋茅花の開花速度 (1997秋田果試)

頭に良くかかるような方法で散布すること,で き

れば手散布で行い,SSの場合は無気式で行うな

どの配慮が必要である。

摘花剤として石灰硫黄合剤を散布した場合,そ

の後の摘果作業に要する時間及び経費は,無散布

区の約1/3で済み、かなりの省力効果が期待で

きた (図 -4,表 -3)。

に)摘果剤利用による摘果作業の省力化

現在,効果の安定した摘果剤としてNAC剤が

普及しているが,散布時期や散布前後の気象等

により予想以上に落呆しない事例も多い。本年

は,散布時期と天候に恵まれ,ま た,散布後の気

温も高く推移し,明瞭な落果効果がみられ,摘果

の省力化に大いに役立った。数年間の試験事例か

ら,散布後の平均気温が 20℃ を越えるような条

件で摘果効果が高まる傾向がみられた (図 -5)。

摘果効果は,増強剤であるニーズの加用散布に

より比較的安定した効果が得られたが,散布前後

の天候が不順な場合,サ ビ果発生等の問題が生じ

る場合もあり, さらに検討が必要である。

(0 低樹高化による作業性の改善

従来は,樹を高くすることで,収量を高め,所

得を上げてきたが,最近の労働事情と高品質果実

生産の観点から,よ り作業性に優り,軽労化が可

能な低樹高栽培が求められてい

る。

そこで,場内で,既成園 (わい

性台木)の樹高を人為的に切 り

下げた場合の作業性について検

討した。当然のことながら,樹高

が低い程,脚立の使用頻度が少

なく,作業の軽労化と安全性が

期待できた。樹高2m区では脚立

なしで作業ができ,25～ 30mの

樹高では脚立使用割合は30～ 40

0      10     20     30     40     50
(時間′10al

図-4 石灰硫黄合剤による摘果作業省力効果
(1998秋田果試 )
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表-3 「石灰硫黄合剤J利l用による経済効果 (1998秋 田果試)

散布時間 摘果時間 経費合計

石灰硫黄合剤

対照無処理

11,400円

33,600F]

12.240F]

33,6001リ

05h 14 9h

44 5h

840円

注)賃金 :1日 6.000「Jの雇用賃金として換算
経費 :薬剤,燃料費,散布機械の原価償却費の積算

16

14

12

%,4m以上の樹高では50～ 60%と 多く
なった (図 -6)。 現地 (平鹿町T農家)で

行った低樹高化試験では,1年目の結果
で,樹高3mと 4mの間では,贋穫作業時

間に差がみられなかったが,低樹高区の

方が脚立の昇降回数が少なかった。今後,

樹勢や着果量が安定した段階で,作業の

量や質,作業効率,果実品質や収量性,耐

雪性等を合わせて総合的に評価していく

必要がある。

樹高は,土壌や台木の種類,穂品種の違

い,台木の長さ等による栽培条件や積雪

量等の立地条件,作業台車利用の有無等

の経営条件によっても違ってくる。また,

‐ 1994年  {}1995年①
イ■ 1995年② ョト 1996年

012345678910
(散布後日数)

図-5 摘果剤散布後の平均気温の変化 (秋 田果試 )
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図-6 摘果作業での脚立使用割合
(1998秋 田果試 )
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既成園の低樹高化と苗木段階からの低樹高化で

は,栽培管理マニュアルも異なってくる。今後と

も,各地域の条件に合った適切な樹高を検討して

いく必要がある。

(つ 耐雪型村形について

秋田県南部は,日 本海側内陸部に属し,山手,

傾斜地に園地が広がり,積雪も多い。果樹試験場

(平地)で,過去30年の平均最高積雪量がH8m,

最も多い記録は,昭和49年 2月 の27mで ,当

時,標高200m前後の山手果村園の積雪は約35

～40mであつた。積雪量の増大に伴い,雪害の

他に野鼠や野兎の被害も多く発生する。このよう

な立地条件で,高品質安定生産と作業性を高めて

いくためには,適切な樹高と耐雪性のある樹形の

検討が必要である。

場内で,既成園 (4× 2m植 ,樹高40～ 45m)

の村形を改造し,3種類の樹形について検討し

た。その結果,「側枝下垂型主幹形J(写真-2)

が耐雪性が強く, 上ヒ較的安定した収量と呆実品

質を保つことが明らかになつた。この樹形は,樹

高は35m前後であるが,既成園を改

造する時点で,オ ープン フレーム

ヮークを利用して誘引し,側枝を発

出部位より人為的に下垂させて着果

させるようにしたもので,側枝の幅

も小さくした。「ふじ」では改造後 3

年位で,ほぼ樹形が完成し,それに

伴い収量も増加した (図 -7)。 この

樹形は冠雪がのりにくく,比較的雪

の沈降力にも強いとみられた。最高

積雪期の頃,新雪が深くなってきた

ら好天日を選んで2回程度消雪斉Jを

散布することで,雪害もほとんど発

生しなかった。現在,幼木からの樹

形形成を検討している。

18)摘葉剤の利用

「ふじ」を主体とした栽培体系の中で,成熟期

の摘葉作業の省力化が強く求められている。現

場では,よ り市場性の高い着色の良い果実を生産

するために,摘葉剤への期待がかなり大きい。

秋田県における標準的な摘葉方法は,「ふじJ

で収穫40日前頃から1回目の摘葉を果そう葉主

体に行い,2回 目の摘葉は,収穫2週間前頃に玉

回しも合わせ新梢葉を含め強めに行う。摘葉程度

は果実周辺の果そう葉はほぼ10o%,果台枝葉は

約50%である。

これまでに,各種の摘葉剤について検討してき

たが,落葉程度の低い剤が多く,人手に代替でき

る剤はまだ検索されていない。最も効果のある剤

で,果そう葉で約50%,果台枝葉で約30%の落

葉効果があり,初期の軽い摘葉に代替し得るもの

とみられ,現在,効果の安定性,果実品質等への

影響について検討中である (図 -8,9)。

目標とする摘葉剤が開発された場合,農家への

波及効果も大きいことから,よ り有効な斉1の出現

R---o- こ″□
‐ ´ ‐

‐ ‐ ム

□
1994    1995    1996    1997     1998

1区 :償 1枝下垂型主幹形  2区 :結実面垂直樹形
3区 :水平樹冠形

図-7 樹形別生産効率「ふ じ」 (秋田果試 )
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図-8 果そう葉落葉率の推移 (1998秋田果試)

に期待しながら,摘葉剤試験は今後とも精力的に

続けていかなければならない。

0 現地ほ場における省力体系化実証試験
開発した技術の現地実証試験を,T農家のほ場

において 2か年行つた。供誠樹は,「みしまふじ」

/M9/マ ルバカイドウ9年生樹,5× 21nの栽
植距離で,樹高は30～ 35mである。

果樹試験場では,平成 9年の省力区は機械受粉

+摘果剤処理を,平成 10年の省力区は摘花剤+

摘葉剤処理を行い,慣行区と比較した。その結

果,平成 9年省力区の場合,摘果作業時間が慣行

区の約 1/3と なった (図 -10)。 平成 10年省力

区は,摘果作業時間が慣行区の約 1/3に ,摘葉

作業も約2/3と なり,摘果十摘葉+収穫作業時

間の合計で,.慣行区の約 45%の省力効果が認め

られた (図 -11)。

農業試験場の実態調査結果から試算した体系ワU

作業時間の比較では,慣行体系区のlo a当 たり作

業時間が 1720時 間であつたのに対し,省力化体

系区は987時 間で,約 43%の省力効果が認めら

れ,低樹高十機械受粉+摘花剤散布+作業台車利

用で,大 きな省力効果が得られることが明らかと

なった (表 -4,図 -12)。

省力区2

80    100

(時間)

秋田果試)

/´
´ ´
r__r´

´

:

9月 17日 2日  10 15日   ″日 2,日 1

40

落
葉 30
率
20

10

(%)
40

30

落
葉 20
率

10

0

図-9 果台枝葉落葉率の推移 (1998秋田果試)

省力区1

慣行区1

0    10   20   30   40   50   60   70

(時間)

図-10 作業時間の比較 (1997 秋田果試 )

9月 17日  24日  10月 1日  8日   15日  η日  2,日  11月 5日
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国受粉準備
%受粉
□ 摘果

国 摘葉

□収穫

(時間)

図-12 体系別の作業時間の比較 (10a当 たり)(秋田農試 )

作 業 名  慣行体 系  省力化体系

脚 立 2人

脚 立 2人

脚1立 3人

手作業 3人

地 上 1人

収  穫
摘  葉
摘  呆
受  粉
受粉準備

台車   3人
台車   2人
摘花斉1  3人
ラブタッチ 1人

地上    1人

表-4 体系別の作業構造の違い (秋田農試) 多く,男子専従者のいる農家率も高い。

県南部の横手 平鹿地方の果樹園は,奥羽山脈

のすそ野に立地し,傾斜地が多く,マルバカイド

ウ台木樹が主体であるが,近年,水田転換や改植

が進み,わい性台本によるわい化栽培が増加して

いる。

この地域は,1戸当たりの樹園地面積が 103a

で,県平均の46aと 比べて大きい。共同防除組合

数は42で ,共選場は9地域にあり,受益農家数

は約2,050戸 ,大型冷蔵庫が 17か所に設置されて

おり,貯蔵能力は全体で72万箱と見込まれる。

家族労働力のみの大規模リンゴ作経営において

は,共選場,共防等の組織活動が必須条件であ

る。共防組織全体の問題点として,労働力の減少

と高齢化によるオペレーター不足が瞬在化してき

ている。特に,規模の大きい農家ほど複数の共防

への加人が多く,出役負担が大きくなっている。

(21 産地における将来の営農方向と改善方策

リンゴ主産地平鹿町における農家の意向調査で

は,14%が面積拡大志向で,特に,2 ha以 上の農

家で高い傾向がみられた。しかしながら,も とも

3.秋田県南部における大規模リンゴ作家族経営

の実態とその成立条件

(1)秋田県南部のリンゴ経営の特徴

秋田県における果樹栽培面積と収穫量は,昭和

40年代の 3,500ha,6万 t台をピークに eFl減傾向

にあるが,主産地横手 平鹿地方は1,200ha,2万

t台を維持 している。果樹園を持つ農家数は,

6,185戸で,ほ とんどが稲作+果樹両部門の複合

経営である。全県的に兼業化が進む中で,果樹園

を持つ農家は比較的専業農家,第 1種兼業農家が
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と規模の大きい当地区では,面積拡大よりも収量

の増加,高品質果実生産を図るべき技術改善を志

向しているようにみられる (表 -5)。

営農上の課題としては,価格の不安定,経営耕

地拡大の難しさ,後継者不足への対応策,加工施

設の建設,共同化への助成,農道等樹園地環境の

整備が重要視されている (表 -6)。

表-5 果樹農家の将来の営農方向
(1994 秋田農試)

0)大規模リンゴ作家族経営 (T農家)の実態と

成立条件

1)T農家の実態
T農家は,平鹿mIで樹園地328a(成園261a)

の果樹単一専業経営を行っている。後継者が就農

し,経営主とその妻の3人の農業従事者を擁す

る。機械はSS,乗用草メJ機,作業台車 3台の装

備である。T農家は4団地に, リンゴlo品種と

セイヨウナシを栽培し,2組織の共防に加入して

いる。一部,傾斜地もあるが,ssの走行に問題な

く,全体が比較的好条件の園地である。また,わ

い性台木の比率が37%で ,地域平均の8%を大

きく上回っている。

2)T農家の経営上の特徴
① 多雪地のため,冬季間,雪害防止対策が重
要である。

② 作業台車,SS等機械利用に適した栽植方
法と樹形である。

一
一
ロ

Ｏａ
上

２０

以

ａ

　
ｔ
ｒ

９９

班

100～

199

拡  大  132
現状維持  682
縮  小  136
やめたい  4.9

16 7    26 3

63 3    68 4

167   53
3.3   0

14 1

67 7

13 7

4 6

※平鹿町の意向調査 (554名の回答)

表-6 果樹農家で農業関係施策の必要事項
(1994 秋田農試)

③ 品種構成は,経済
的に有利な「ふじ」を中

心としながら,労働分散

のために収穫時期の異な

る品種を導入している。

④ 受粉樹の混植,マ
メコバチの飼育と放飼に

よる結実確保,摘花斉1

摘果剤利用による摘呆作

業の省力化を図ってい

る。

③ 摘棄作業が不要な

セイヨウナシ,責色品種

の比率を高めるととも

に,リ ンゴ優良着色系品

種を積極的に導入し,高

品質果生産と省力化を

計

戸

Ｏａ

上

２０

以
９９ａ
断

100-―

199

割合

(%)

共選場整備

農 道 整 備

共同化助成

先進地研修

消費者交流

組織化推進

基 盤 整 備

加 工 施 設

指導の充実

仲 間作 り

労働力斡旋

そ の 他

２０

■

３０

６

２６

９

・０

３５

‐２

６
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２
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(時間) …… ナシ類  ――‐ りんご
―― 選果場  ―― 個選労力

350

31Xl

250

2KXl

150

1011

50

早生

さんさ つがる
427黎歯

中生

作

業

時

間

ゴールデン 千秋
53補

王林 ふじ
2208箱

3人×8hI× 5日

ナシ類 357箱

9′12345610/123456H/123456

図-13 共選場不U用 による果樹大規模農家の省力化 (秋田農試 )

表-7 T農家の就業者,作業別労働配分 (秋田農試)

1996年 1月 1日 ～12月 31日 の記帳による。
T農家の農業就業者は,経営主 (53歳),妻 148歳),後継者 (26歳)である。
ほ場は4団地で,全体でSS,作業台車の使用が可能である。
リンJ盤2a(わ い台120a,未成園61a),セイヨウナシ46a(未成園6a)である。

(単位 hr,%)

注 1

2

3

4

全営経 体 10a

当たり
経営主   妻   後継者   他 計 割 合

整枝剪定

摘花・ 果

着色管理

菓斉1散 布

中耕 除草

耐雪管理

施 肥 等

生 産 管 理

他 の 管 理

育 苗 等

穫収

349 0     103 0     296 5

524 0     536 5     334 5

450 5    418 0    406 0

20 5               136 0

35 0              105 0     8 0

36 5       6 5      25 5

15            17.0

280 0     261 5     301 5

42 0      41.5     206 5

284 5       6 5     157 5      6 5

82 5       3 5      39 0

748 5

1395 0

1274.5

156 5

148 0

68 5

18.5

843 0

290 0

455.0

125 0

136

25 3

23 1

28

27

1 2

03

153

53

82

23

22 8

42_5

38 9

48

4_5

2 1

06

25 7

8.8

13 9

38

計 2106 0    1377.0    2025.0     14 5 5522.5 100 0 168_4

割  合 38 1      24 9      36.7      0 3 100 0
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いる。

③ 高所作業台車を上手に活用し,各種作業の

効率化を図っている。

② 防除は共同防除組織に加入し,収穫果は共
選場委託で選果している。

T農家で取り扱っているリンゴとセイヨウナシ

の収穫果について,収穫後の取り扱い方法を個人

選果と共選場委託で作業時間を試算比較した。3

人の専従者がいても,個人選果を行うことは作業

時間的に無理で,共選場委託が必須であることが

明瞭であった (図 -13)。

このような経営を行っているT農家の10a当

たり作業時間は,168時間と少なく,平成 8年の

農林統計の232時間と比べても,かなり省力的,

効率的な経営を行っていることになる(表 -7)。

3)作業台車の利用

作業台車は,この地域ではloo戸当たり24台

導入され,樹園地面積150a以上の農家はほとん

ど利用し,約 10%が複数の作業台車を利用して

いる。

T農家では,摘果作業に年間76日 間,1,316時

間要し,そのうち61%の 797時間は台車を利用し

ている。特に,樹高の高いマルバカイドウ台樹で

の利用率が高い。摘葉作業では,年間55日 間,861

時間のうち67%を利用している。作業台車を利

用することで,脚立での移動,登 り降り,作業の

不安から解放され,作業の軽労化と安全性につな

がり,高齢者でも従事可能である (写真 -3)。

4)大規模リンゴ作家族経営の成立条件
秋田県南部多雪地のリンゴ産地で,家族労働力

だけで,低コストで収益性の高い大規模栽培を行

うには,第 1に ,収益性,品質面で優れるわい化

栽培の普及拡大が重要である。第 2に ,積雪等

で,ある程度の樹高が必要な条件下では,摘果

摘葉等長期間にわたる作業の労働軽減を図るた

め,高所作業台車の効果的な利用が欠かせない。

第 3に ,有利販売,防除コストの低減を図るた

め,労働のピークを補完し,流通対応の役割を果

たす共選場,一斉防除により防除効果を高める共

防組織活動の強化,効率化が必要条件である。

4 今後の課題

今回の試験課題を通じて感じたことは,今後と

も,実用性のある技術開発とともに,その技術の

経営評価も重要であること,ま た,開発された技

術を現場でできるだけ多くの生産者に有効に活用

してもらうためには,技術の単純化,安定化,マ

ニュアル化が求められていることを痛感した。

今回は省力技術の一端を報告したが,今後,新

技術地域実用化研究等の中で,新わい性台木であ

るJM台木等利用技術の開発などを通して,国や

各県と連携を取りながら,新たな省力技術の開発

をよリー層効率的に進めて参りたい。

`21世紀は農業の時代'と も言われる。秋田県

は,積雪を意識しながら,今後も更なる省力化を

目指し,10a当 たり作業時間 100時間以下の超省

力栽培を大目標に, `よ り作りやすく,よ り新鮮

でかつ安全で,おいしいリンゴ作り'を可能にし

たいと考えている。
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写真-3 台車による収穫作業




